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神奈川県三浦半島西岸から得られた
相模湾初記録のネズッポ科魚類オオクチヌメリ

永井亮羽 1・髙橋麟太郎 1・尾山大知 2, 3, 4

In Octorber 2024, a female specimen (65.7 mm standard 
length) of the Flap-gilled Dragonet Eleutherochir opercularis 
(Valenciennes, 1837) was collected from Akiya Beach (Kanaga-
wa Prefecture), Sagami Bay, Honshu, Japan. Eleutherochir oper-
cularis is widely distributed in the Indo-Pacific and has so far 
been recorded from Chiba, Shizuoka, Tokushima, Kochi, Oita, 
Miyazaki, and Kagoshima prefectures, and the Ryukyu Archipel-
ago in Japan. Therefore, the present specimen represents the first 
record of E. opercularis from Sagami Bay.
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 Abstract

オオクチヌメリ属 Eleutherochir Bleeker, 1879はスズキ目

Perciformesネズッポ科 Callionymidaeの一群で，第 1背鰭

が退化傾向にあること，口が横に大きく開くこと，下唇上

縁に多くの小さな肉質突起があることにより特徴付けられ

る（Nakabo, 1982; Fricke, 1983；中坊・土居内，2013）．本

属は海外の文献ではオオクチヌメリ E. opercularis (Valen-

ciennes, 1837)のみからなる単型属として扱われることが

多い一方で（例えば，Fricke, 1983, 2002），日本国内では

オオクチヌメリに加えてバケヌメリ E. mirabilis (Snyder, 

1911)およびクシヒゲヌメリ E. mccaddeni (Fowler, 1941)

も本属に含める見解が一般的である（例えば，吉郷ほ

か，2006；中坊・土居内，2013；緒方・村瀬，2019；津

野ほか，2023；木村・笹木，2025；大西，2025）．これら

のうち，オオクチヌメリは主として沿岸域の砂底に生息

し，河口域など陸水の影響下にも出現する（Fricke, 1983, 

2002; Nakabo, 1983；土居ほか，2012；緒方・村瀬，2022; 

Bataragoa et al., 2023）．本種は東インド洋から西太平洋に

かけての広域に分布し，国内ではこれまでに千葉県，静岡

県，徳島県，高知県，宮崎県，鹿児島県本土および琉球列

島から記録されているが（中坊・土居内，2013；犬塚ほか，

2024），全世界で僅か 35標本が報告されているに過ぎず，

本邦では『環境省版海洋生物レッドリスト（2017）』で絶

滅危惧 IA類に指定され，生息状況の悪化が危惧されてい

る（環境省，2017；木村，2018）．本種は同属他種と誤同

定される場合があり（吉郷ほか，2006），国内における出

現状況を正確に把握するためにも，標本や写真に基づく

再検証可能な出現記録の蓄積が望まれている（犬塚ほか，

2024）．

2024年 10月，相模湾に面する神奈川県の三浦半島西岸

で 1個体のオオクチヌメリが採集された．本種はこれまで

に近隣の千葉県夷隅川や静岡県駿河湾から記録されていた

ものの，神奈川県および相模湾では確認されておらず，今

回の出現は同地域からの初記録となる．上述のとおり本種

の既知の標本数が少ないだけでなく，国内での絶滅が危惧

される現状も踏まえると，本事例は本種の保全上重要な知

見を提供すると考えられるので，形態学的知見の蓄積のた

め得られた標本の形態を記載するとともに，その確認状況

を併せて報告する．

材料と方法
採集調査は，2024年 10月 27日に神奈川県三浦半島西

岸に位置する秋谷海岸（35°14′12.5″N, 139°36′01.0″E）にお

いて，第 1および第 2著者の 2名が手網（間口 36 cm，目

合 3 mm）を使用して行った．標本の作製方法は概ね本村

（2009）に準拠したが，麻酔には 2-フェノキシエタノール

を使用した．標本の右体側部にてメスを用いて切開し，双

眼実体顕微鏡下で生殖腺を観察した．泌尿生殖突起の観察

はサイアニンブルーによる染色を施して行った．計数計測
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方法は Nakabo (1982)に従い，計測はデジタルノギスを用

いて 0.1 mmの精度で行った．標準体長（standard length）

は SLまたは体長と略記した．色彩の表記は財団法人日本

色彩研究所（1981）の系統色名に準拠した．本研究で使用

した標本およびその写真はそれぞれ東京大学総合研究博物

館動物部門の魚類標本資料（ZUMT）と神奈川県立生命の

星・地球博物館の魚類写真資料データベース（KPM-NR）

に登録した．加えて，オオクチヌメリの出現記録の整理に

際しては，同データベースに登録されている写真資料を適

宜参照した．なお，神奈川県立生命の星・地球博物館にお

ける資料番号はデータベース上では冒頭にゼロが付加され

た 7桁の数字が使用されているが，本稿では本質的な有効

数字で表記した．

Eleutherochir opercularis (Valenciennes, 1837)

オオクチヌメリ
（Figs. 1, 2）

標本　ZUMT 68706，1個体，雌，65.7 mm SL，神奈川

県横須賀市秋谷，秋谷海岸（相模湾），水深 0.5 m，2024

年 10月 27日，手網，髙橋麟太郎・永井亮羽採集．

写真　KPM-NR 263006A–M: ZUMT 68706の生鮮標本写

真，2024年 10月 28日，尾山大知撮影．

記載　標本の計数計測値を Table 1に示す．体は頭部先

端から体幹前方部にかけて縦扁し，後方に向かうにつれて

側扁する．体高は腹部の第 1背鰭第 4棘直下で最も高くな

る．また体高は低く，体長の 16.0%．頭部および体は無鱗．

頭部は大きく，吻部は突出するが，眼径よりわずかに長く

なる程度で短い．鼻孔はひじょうに短い鼻管の先端で開孔

し，吻部の吻端と眼の前縁の中間点よりも僅かに眼に近い

に位置にある．口は端位で大きく，左右に広がり，口裂は

鼻孔の直下に達する．上顎先端は下顎先端よりわずかに突

出する．両顎歯は小さく，上顎および下顎上に一列の小円

錐歯が縫合部付近にて不規則に並ぶ．下口唇上縁には肉質

状小突起が左右合わせて 16個あり，肉質状小突起は中心

付近のものが大きく，側方のものは小さい．眼は大きく，

眼径は頭長の 22.7%．両眼間隔は広く，頭長の 26.1%．前

鰓蓋骨棘は頭頂の 29.4%と長い．前鰓蓋棘突起は前向棘

を伴わず，背側に向かってやや湾曲する 5棘がある．鰓蓋

膜は大きく後方へ伸長し，胸鰭基部を覆う．肛門には泌尿

生殖突起がある（Fig. 2）．背鰭は 2基で，第 1背鰭は第 2

背鰭より低い．第 1背鰭は棘条のみからなり，いずれもし

なやかで第 1棘が最も長い．第 2背鰭は軟条のみからなり，

第 1軟条が最も短く，第 4軟条が最も長い．第 5–7軟条は

先端付近で，最終軟条は基部付近で分枝し，他の軟条は不

分枝．臀鰭起部は第 2背鰭の第 3軟条基部直下にあり，臀

鰭は第 2背鰭よりやや後方に位置する．臀鰭は軟条のみか

らなり，第 1軟条が最短，第 8軟条が最長で，最終軟条の

み分枝する．胸鰭は軟条のみからなり，第 1軟条以外のす

べての軟条が分枝する．胸鰭後端は第 2背鰭第 4軟条の直

下に達する．腹鰭基部は前鰓蓋棘突起基部の直下に位置す

る．腹鰭は 1棘 5軟条からなり，その後端は第 1背鰭最後

端直下に達する．尾鰭は載型で，後縁はやや丸みを帯びる．

尾鰭上下葉の最外縁の各 2本の軟条は不分枝で，その他の

6軟条は先端付近で分枝する．側線は頭部および躯幹部の

境界から始まり，第 1背鰭後端まで直進したあと，第 2背

鰭第 3軟条下まで下降し，尾柄部まで直進する．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―頭部および躯幹部背面の地色

は灰みのブラウンで，頭部側面および躯幹部側面上方から

背面にかけて暗い灰みのブラウンの小斑が散在し，虫食い

模様を成す．腹面は，頭部は金属光沢のある黄みの白で，

腹鰭基点から肛門までは灰みの白，肛門より後方は明るい

グレイを呈する．第 1背鰭は黄みのブラウンで，鰭膜の外

縁は暗い灰みのブラウンを呈する．第 2背鰭の鰭条は地色

が浅い黄みのブラウンで，3本の黒色縦帯が走る．第 2背

鰭の鰭膜は透明．臀鰭の鰭条部は暗い灰みのブラウンで，

外縁は白色を呈し，鰭膜は透明．胸鰭の鰭条はグレイで第

Cat. No. ZUMT 68706
Sex Female
Standard length (SL; mm) 65.7
Counts
Dorsal-fin rays IV-9
Anal-fin rays 9
Pectoral-fin rays i+23 / i+23
Pelvic-fin rays I, 5 / I, 5
Caudal-fin rays ii + 6 + ii

Measurements (as % SL) 　
Body width 24.1
Body depth 16.0
Caudal-peduncle depth 8.7
Pre-dorsal-fin length 39.1
Caudal-fin length 24.0
Head length 32.4
Eye diameter 7.4
Snout length 10.1
Upper-jaw length 12.3
Interorbital width 8.4
1st dorsal-fin spine length 9.5
2nd dorsal-fin spine length 8.7
3rd dorsal-fin spine length 6.9
4th dorsal-fin spine length 3.1
1st dorsal-fin ray length 10.0
Last dorsal-fin ray length 10.6
1st anal-fin ray length 8.3
Last anal-fin ray length 11.8
Pectral-fin length 24.5
Pelvic-fin length 23.3
Preopercular spine length 6.5
Anal papilla length 0.6

Table 1. Counts and measurements of Eleutherochir opercularis 
from Kanagawa Prefecture, Japan.
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2–12軟条にかけて小黒点が散在し，鰭膜は半透明である．

腹鰭は鰭条および鰭膜ともに暗い灰みのブラウンを呈す

る．尾鰭は上葉部の第 1–2軟条がベージュ，それ以外の部

分は灰みのブラウンを呈し，上葉部では小黒斑が顕著だが，

下葉部では不明瞭である．尾鰭の鰭膜は透明．

分布　本種は東インド洋から西太平洋にかけて広く分
布し，インド（ベンガル湾沿岸およびアンダマン・ニコバ

ル諸島），スリランカ，マレーシア，インドネシア，パプ

アニューギニア，ソロモン諸島，フィリピン，台湾，日本

Fig. 1. Lateral (top), dorsal (middle), and ventral (bottom) views of fresh specimen of Eleutherochir opercularis from Akiya Beach, 
Sagami Bay, Kanagawa Prefecture, Japan (ZUMT 68706, female, 65.7 mm SL). Photos (KPM-NR 263006C, G, L) by D. Oyama.

Fig. 2. Enlarged view of anal papilla of preserved specimen of 
Eleutherochir opercularis (ZUMT 68706, female, 65.7 mm 
SL). Arrow indicates anal papilla (temporally stained with 
cyanine blue).
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からの記録がある（Fricke, 1983, 2001, 2002; Nakabo, 1983；

中坊・土居内，2013; Yennawar. et al., 2017; Bataragoa et al., 

2023；犬塚ほか，2024）．国内では千葉県夷隅川河口（石川，

1997；千葉県，2010），静岡県駿河湾（犬塚ほか，2024; 

KPM-NR 248936），徳島県那賀川河口（土居ほか，2012），

高知県夜須川河口（片山ほか，2011），宮崎県大淀川河

口（緒方・村瀬，2022），鹿児島県吹上浜（Nakane et al., 

2011, 2013）および琉球列島の沖縄島与那川河口（Nakabo, 

1983），石垣島米原（Nakabo, 1983），西表島トゥドゥマリ

浜（鈴木・瀬能，2005; KPM-NR 45858, 46060, 46061）で

記録されていた．また，大分県の豊後水道米水津湾では，

2021年 11月 18日および 26日に 1個体ずつ本種が採集，

撮影された（KPM-NR 227155, 227156）．本研究によって，

相模湾に面する神奈川県三浦半島西岸の秋谷海岸から新た

に記録された．

採集状況　調査標本は，秋谷海岸の南端部に位置する
導流堤の際で，海中に堆積した落ち葉や枝などの間隙か

ら採集された．採集地の底質は砂で，所々岩盤が露出し

ていた．採集時は干潮で，水深は約 0.5 mであった．採

集時の水温および塩濃度は未計測だが，採集地の南側に

は前田川が流入しており，採集地も少なからず淡水流入

による影響を受けると考えられる．同所ではツバメコノ

シロ Filistriatus plebeius (Broussonet, 1782)およびゴンズイ

Plotosus japonicus (Yoshino and Kishimoto, 2008)，カライワ

シ目のレプトセファルス幼生が確認された．

備考　本研究で記載した標本は，口が横に大きく幅広
いこと，上顎が下顎より突出すること，下唇上縁に多くの

小さな肉質突起があること，両眼間隔（体長の 8.4%）が

眼径（体長の 7.3%）より広いこと，前鰓蓋骨練の後端が

鈎状ではないこと，鰓蓋上に皮弁がないこと，第 1背鰭が

あること，第 2背鰭軟条数が 9であること，臀鰭軟条数

が 9であること，臀鰭軟条が分枝すること，尾鰭中央部の

軟条の先端が分枝すること，体側の側線より腹側に皮摺が

ないことなどが Fricke (1983, 2001)および Nakabo (1983)，

中坊・土居内（2013）の示すオオクチヌメリ Eleutherochir 

opercularisの標徴とよく一致したため，本種と同定した．

オオクチヌメリの国内における記録状況は分布の項で

述べた通りであり，過去に相模湾で記録された魚類を整理

した目録（例えば，工藤ほか，2022；本田ほか，2024）で

も本種は確認されていない．したがって，本報告はオオク

チヌメリの相模湾および神奈川県沿岸における初記録とな

る．

Fig. 3. Map showing distributional records (localities, collection years, and confirmations) of Eleutherochir opercularis in Japan. 
KPM-NR: Image Database of Fishes, Kanagawa Prefectural Museum of Natural History.
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アルコール置換後に調査標本の右体側部を切開したと

ころ，卵巣および直径約 0.3 mmの卵母細胞が観察された

ため，本標本は雌の成熟個体であると判断した．日本国内

におけるオオクチヌメリの報告例のうち，性別が明らかな

ものは Nakabo (1983)および犬塚ほか（2024）に限られる

が，これらで報告された標本はいずれも雄である．した

がって，本報は国内における本種の雌の報告としては初

めてとなる．なお，本標本の泌尿生殖突起長の体長に対

する比率は 0.6%で，既報における国内産の雄標本での値

［1.3–1.8%（Nakabo, 1983；犬塚ほか，2024）］に比べ小さかっ

た．Fricke (1983)は本種の泌尿生殖突起について，雌が雄

に比べて短い性的二型があることを指摘しており，本研究

で得られた計測値も同著の見解を支持するものとなった．

オオクチヌメリは 1980年に沖縄島与那川河口および石

垣島米原より得られた 2標本に基づき日本初記録種として

報告されたのち（Nakabo, 1983），日本国内ではこれまで

に千葉県夷隅川以南の各地から報告されてきた．とくに，

近年は 2006–2007年に鹿児島県吹上浜（Nakane et al., 2011, 

2013），2007年に高知県夜須川河口（片山ほか，2011），

2011年に徳島県那賀川河口（土居ほか，2012），2015年お

よび 2022年，2023年に静岡県駿河湾（犬塚ほか，2024; 

KPM-NR 248936），2020年に宮崎県大淀川河口（緒方・村

瀬，2021），2021年に大分県米水津湾（KPM-NR 227155, 

227156），2024年に神奈川県三浦半島（本研究）と，温

帯域に位置する九州本土以北での確認例が相次いでいる

（Fig. 3）．近年，黒潮流域では熱帯・亜熱帯域に分布の中

心を持つ熱帯・亜熱帯性魚類の温帯域への北上が示唆され

ており（山川ほか，2018, 2020），その分布域からして熱帯・

亜熱帯性魚類であると考えられるオオクチヌメリについて

も北上傾向にある可能性は十分考えられる．

しかしながら，国内におけるオオクチヌメリの報告例

は少数かつ散発的であるうえ，現在の北限記録である千葉

県夷隅川では 1994年に確認されており（石川，1997；千

葉県，2010），この時点で少なくとも房総半島周辺までは

オオクチヌメリが来遊していたと推察される．加えて，近

年のインターネットをはじめとする情報技術の発達によっ

て，情報を効率的に検索し，種やその識別点に関する情報

を容易に入手可能となったことで，本種に対する認知度や

関心が高まり，識者が増加した可能性も記録増加の要因と

して考えられる．そのため，現時点では近年の記録状況か

らオオクチヌメリの分布が北上傾向にあると判断すること

は難しい．本種が『環境省版海洋生物レッドリスト 2017』

（環境省，2017；木村，2018）で絶滅危惧 ⅠA類（CR）に

選定され，国内における絶滅が危惧されていることも踏ま

えると，将来的に外部および内部形態を再検証することが

可能な学術標本（本村，2009；日比野，2020）と紐づけら

れた記録に基づく，正確な分布・生息実態の解明が生物地

理学観点のみならず保全生物学的観点からも急務である．

同時に，国内における越冬や再生産の状況を把握するため

に，標本の成熟状況などに関する情報も併せて蓄積されて

いくことが望まれる．

参照資料　オオクチヌメリ：KPM-NR 45858A–C，沖縄

県八重山郡竹富町上原，トゥドゥマリ浜（琉球列島八重山

諸島西表島），2008年 7月 8日，鈴木寿之撮影；KPM-NR 

46060A–B，KPM-NR 46061A–B，撮影地および撮影者同

上，2008年 10月 26日；KPM-NR 227155A–L，大分県佐

伯市米水津色利浦，豊後水道，米水津湾，色宮漁港，2021

年 11月 18日，鈴木香里武撮影；KPM-NR 227156A–K，

撮影地および撮影者同上，2021年 11月 27日；KPM-NR 

248936A，静岡県沼津市下香貫，駿河湾，島郷海岸，2023

年 10月 29日，大井慈陽撮影．
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